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サウジアラビア王国紀行

～アラブの風習～

ぺ日ルの内側

おとぎの国魔法の国とさえいわれてきた所だけに

この国へ行った直後は見る物聞くことすべてが珍しかっ

た.そうしたことの中には当然必要なのにちょづと

まねのできそうにないことも多い.その代表的なもの

の一つは挨拶の仕方である.空港の待合室や町角など

で知人と握手をするのはわれわれとしても例外でほな

いが大の男同士カミ抱きあって頼にくりかえしくりかえ

しキスをするのにはとてもなじめ狂い.しかしこれも

日頃頭を下げて挨拶するよう習慣づけられているわれわ

れの目にそのようにうつるだけであって生れおちて以

来そのようにしつけられてきたこの国の人たちには抵抗

感などあろうはずがない.

キャンプ生活が長びくと同行の人夫や運転手たちは

懐もさみしく食糧やたばこなどもままになら在く在る

ことが多い.そうしたある目のことたばこをきらし

てショゲかえっているベドウィン出身の人夫の1人に

ケントを2ハコやったことカミあった.この目はちょう

ど金曜目の休日なので久しぶりに頭を洗いヘヤクサ

ｰムを少し多目にすりこんでいた.たぱこをもらった

その人夫は感謝の意を表わす時や目上の人に挨拶する

時に誰もカミするようにいきなり私のオデコにロヅケし

ようとした.しかしこれはたまらんとその突出し

た口を一瞬にかわした私カミ下を向いたとたんに人夫の

ぺ拝夢インの爽岳鰯

(鋤藤完蔑凝灘)ζ

め圏刷凄汝艦の写蔑

を擬灘することは雛

猪ぽなずかしい湯池

く{ζ秦黒しく尤藁るとミ糞

棚ζは糠鱒を瀞して

もら灸義鍛慈んは

ル壷入の蔵物1念黒

漆雛のス孫ンジゾ1㌢

ジ

小村幸二郎

口はみごとにヘヤｰクリｰムをすりこんだばかりの頭

にペタリとくっつく破目にたった.その時私はニタ

リと笑ったが人夫の何ともいいようのない妙な顔はい

まだに忘れられ恋い.

町を歩いていると時折真裏のマントのようなもの

(アバヤ)を着て黒いべ一ルで顔をおおっている女性

の姿をみかける.夕暮れの露地うらなどで突然こ

ういう姿にぶつっかると何となく不気味であるがこ

うしたこともほんのつかの聞で少し柱れるとむしろ

そうした姿に出会うことを期待するようになりかねない.

しかし同じ回教徒であっても外国の女性は素顔を

見せていることが多い.イスラム教ではr美しいもの

は人に見せたい方がよい…･｣といったことが戒めの

一つとな州･るそうであるがそれにしても顛に

は50.Cを軽く越える暑さの中を黒衣で全身をおおっ

てヒナタを歩くのは楽では恋かろう.この国だけにみ

られるこの風俗それは今もなおイスラムの真髄に

生きんとするワノ)ブ派に属するこの国では当然なけれ

ばならないことかもしれ狂い.

べ一ルを通して見る女性の顔は本当にぎくりとす

るほど美しい.それなのになぜその美しさをかく

さなければならないのだろうか.女性の美しさを人に

見せまいとすることが宗教的戒めによるものとしたら

それは美しい女性にまどわされカ重ちな剃こ心の平和を

乱さないためひいては男性と女性の心に平静さを失わ

せないために考え出された悲しい知恵の底せるわざで

あろう.われわれには考えもおよばないようなことで

はあるが…･.

砂漠に生きるベドウィンの女性がアバヤの下に着てい

るのは丈の長いワンピｰスのようなものとその下にはい

ているズボン下のようなものであるカミ(第32図)ジェ

ッダのような都会で裕福に暮しているであろうと思われ

る女性の多くはアバヤの下に派手で丈の短かいワンピ

ｰスを着シｰムレスストッキングにパンプスか皮製の

サンダルようのものをはいている.そして高価な香水

を含ませたその黒衣の下からさしのべられたふっくらし

た指先には真赤荏マニキュアがなされていることが少な

くない.古くから自然に生きることを信条としてきた

ベドウィンと文明の風に当って生きる人との間にはわ�
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れわれの想像もおよぱ恋いような古い習慣に根をおろす

この国でさえはっきりした違いカミ認められる.すけ

てみえるべ一ルの奥にかくされた美しく化粧された顔や

アバヤの下にのぞくワンピｰスはきびしい戒律と習慣

の中で息づく精一杯の自由へのあこがれの象徴でもあ

ろうか.男性の目をさえぎる黒衣とへ一ル.そして

それは女性にとっては胸の恩を打ち明けるべき術

をはばむ一つの壁でもある.恋愛の自由若人たちの

楽しげな語らいもこの国ではきびしい戒律の中に目

の目を見ないものの一つでもあろう.

結婚

男性あるいは女性が結婚相手をどのようにしてみつけ

るかということはよくわからないが何らかの方法で選

ばれた女性が妻になるか柱らないかということはどう

やら女性の父親の決断によるらしい.そしてその結

婚がまとまるかどうかは当事者同志の意志にもよるの

だろうがだいたいは男性側カミ女性側に(父親)渡す

金額によって決まることが多いらしv'.もちろんこ

の場合お互いの家柄その他が重要視される.売買結

婚といえば語弊カミあるかもしれないがそれに近い型式

で結婚が成立していることがあることは事実のようであ

る.私たちの通訳をしてくれた男(第33図)の話によ

れば彼が奥さんの父親に支払った金は10,000リァｰノレ

邦貨にして80万円ということであった.多くの人は

売買結婚と聞くと目くじらたてて怒ったりいかにも

やばん人だけがもづ風習のように思いがちであるが一

概にそういい切れない.早い話か結婚を取決めるため

の一つの条件とも目されている結納などというものは

売買結婚の名残りのように思われる.以前九州の阿

蘇地方には略奪結婚という奇妙な風習があったがこれ

柱とも現在の世の中では考えられ住いことだろう.

アラビアについて話をしていると｢アラビア(回教徒)

では奥さんを4人もっていいそうだ｣ということを聞く.

しかしこれは元々そうだったわけではない.前にも

述べたように昔アラブは戦いにあけくれていた.

そして楽園を求めるために祖国の隆盛のために多く

の人の尊い血カミいたる所で流されその残された妻や子

はともすれば飢餓の境をさまよわなければならなかった.

そうした頃慈悲をモットｰとするイスラム教徒は次

代を背負うべき子供(孤児)とその養育にたずさわる未

亡人を救うため真の慈悲とあわれみとによって勇者

の遺族の救済に立ち上った.当時の世相やアラブのこ

とについての知識の乏しい私には真の理由はわかるべ

くもないが多分ゆとりのある人たちカミ未亡人を4人

1第33図
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われわれの通訳

として1年半を

共にしたもの

すごく頭の回転

が早く心臓の

強さもとび抜け

ていた中女の

ハンサムである

位づつ引き取ることによってこの人たちやその子供た

ちを救済することができたのではなかろうかと思える.

そうした善意カミ現在は世相の移り変りとともに｢イス

ラム教徒は4人の妻をめとることカミできる｣というふう

にゆカミめられてきているのでは荏かろうか.しかし現

在4人妻の1人としてめとられることを望む女性がど

の程度いるかということは私の知るところでは住い.

この目で見たベドウィンの結婚式風景を述べて先へ

進もう.

AlWajh地域でものすごい暑さと戦いながら調査を行

なっていたある目のことであった.同行のアラビア人

カミ通訳のアフメットといっしょに私たちのテントにや

ってきて｢今夜テントの近くでベドウィンの結婚式

があるから行こう｣という.一同もしトラブルでも

起こったら困るので一瞬ためらったカミ｢先方には話を

しであるから絶対大丈夫です｣というアフメットの言葉

にまたとないチャンスだから行ってみようということ

になった.この目は月の出も遅く星の光だけが妙に冷

たい闇であった.夜7時すぎ食事を終完た私たちは

30リァｰノレを封筒に入れキャンプ地から弧鰍ばかり

離れた結婚式場へ痢った｡ふだんは数家族しかいない

この場所に今夜は笈0c名ばかりが集凄烈てタキ火を

しながらお茶をくみ請に興しそして歌を欲りている.

型どおりの挨拶を終った私施ちは砂地紀敷かれ花りっ

ぱなジウタンに坐ら怒れ長老花ちとお茶をくみかわし

花ムコさんにお祝いの3⑪リァｰルを渡した｡その時の

花ムコや近親者淀ちの喜びよラはたいへん溶もので屍

も知らぬ人間そして遠い買求からのお客様からお祝い

をもらうことなどは夢想､花ぽじなかっ危ごを怒るう苗

しばらくの間お茶をのみやがて長老悠う溶かされて

そこから40mばかりは抵れた場所へ行っ花肯何しろ真

暗なのでそこで何が行扱われているのか見当もっか恋か�
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ったカ茎しばらくして目が恋れてくるとその場所が結

婚式場であることがようやくわかった｡二手に分れだ

男たちは手をつなぎ時には手拍子をうってお祝いの

踊りを続ける.間もなく一瞬水を打つだよう愈静

けさカミ訪れた.洞察だろうと思って臓をのり出して

みると真黒のアバヤなべ一ルで身をつつん恋女性か

はだしで土をふみ液らし身をくねらせて異様なおどり

を始めた.その時隣りに変りていたアフメットが｢花

嫁です｣と耳うちしてくれたが轟をつ凄凄れてもわか

らない真暗闇で黒装束に身をつつん芯女性の異様扱お

とりは不気味である.夜もふけて工O時近く私だもは

丸々とふとった羊を1頭返礼として受けてその場を辞

した.時価10,000円位はすると思われるその羊はあ

われにも20時間後にはもうこの世にはいなかった.そ

してその肉はほとんど人夫や運転手たちの腹におさ

まったがよく考えてみれば｢人の揮ですもうをとる一

ということわざを地でいった人夫たちまったくうま

うまとしてやられたわけである.3日間にわたって行

衣われた婚礼披露の妻その後に訪れたのはもとの静け

さのみであった.今頃は祝福された2人はラクダを

つらねて砂漠を旅していることだろう.

宗教即生活

この国の人たちがイスラム教と密接な関係において

生活していることは今さら述べるまでもない.宗教即

生活信仰即行動とv'うイスラム教徒のあり方カミこの国

の人たちの生活を形づけているとv･えよう.

目の出!2時15分3時半目没時夜8時半一目

5回の礼拝(サラｰ)はいかに暑かろうとどこにい

ようとメッカヘ向って忠実に行なわれる.焼けつ

くような砂にヒタィをつけ時には骨の髄まで凍るかと

第34図

ユ2時15分メッカ

ヘ向～て礼拝す

るモハンムｰ

ドとサウｰド

(WadiTuf･

fayaで)

いかに暑かろう

と寒かろうと絶

対に礼拝を次か.

さないこの

2人はとくに熱

心であった

右足だけを爪先

で支えているの

に注意前方

の山…ま礫岩層

手前は河床堆磯

物

思われる寒風の中に立って神に礼拝をささげる姿は

神々しく胸をうつものがある(第34図).この礼拝の

前には一定の順序にしたがって水か砂でからだを清め

る.これは私たちカ榊杜や仏閣に詣でて手や口を清め

るのに似ているがただ清めれぱよいというではなく

手顔頭足だと定められた順序にしたがって清め

なければならずその順序を間違うとはじめからやり

なおさなければならない.水の乏しい砂漠に興ったイ

スラム教なのにな晋に貴重な水を一目に5回も礼拝す

るめに使わなければなら狂いのだろうか.一見矛盾し

たこのこともよく考えてみれば神に対する礼儀もさ

ることながら日頃からだを満足に洗うことさえままに

ならない砂漠の民であるだけに最少限度に衛生を保つ

ために生まれた生活の知恵のなせるわざとみられないこ

とも狂い.

イスラム教やイスラム教徒に関する本を読んでいると

rイスラムの5柱｣と書かれているのがしぱしばみられ

る.これはイスラムの｢行｣における基本原則で信

仰の告白礼拝断食喜捨巡礼の5つをさす.こ

れらの中信仰の告白とはイスラム教の標語ともいうべ

き｢アラｰアクバノレラｰインラｰイラノ､イソ

ラｰアラｰ…･｣の聖句を信じきって常に告白する

ことである.断食(ラマダン)はイスラム歴(1年

は354目で29目の月と30目の月が交互に繰り返される)

の9月に1ヵ月間行淀われる.この期間中は日の出

から日没塞で一切の食物飲物たばこ等一物たりと

も口に入れることが禁示されているが病人妊婦

軍人船員旅人等はその限りでない.しかしこの期

間中に断食をしなかった者は正常の状態にもどった場

合たとえば旅行者の場合はその旅行が終った後に断

食しなければ狂らないのでいずれにしてもイスラム教

があるかぎりは例外なく断食をすることに底る.キャ

ンプ中に断食に八つだ場合はたいへんである.日没時

のサラｰが終るとまるで餓鬼のように食い一晩中き

わいで夜中の3時か3時半頃朝食をして目の出まで眠

りサラｰを終ってまた横になり7時か7時半に調査

に出発するまで眠る.そしてカンカン照リの中で仕事

をする.われわれは日常どおりに食事をし夜は11時

頃にはベッドに入るので人夫たちの前でうまそうに食

事をしたりたばこをすったりさえし柾ければ断食期

間も苦にならないわけであるが連中は日没後に食事し

た後3時頃までドンチャンさわぎをするのでとても寝

つけるものでは住い.

ただでさえ楽で恋いこのよう柱土地で何を好んで断食

などやるのかとわれわれには申々解せないがこれもよ�



一55一

く考えてみれば苦しさの故紀神ぽ頼りひもむ凄がゆ

えに神の恵み紀感謝しとかく芯らげ淡ちな気持を引し

める上において必要なことなのかもしれない､曹びし

い試練ぽ鮒支抜い花後に1れ週間の休みがやってくる,

そして人食は着飾りう凄い物を食い町はひっくりか

えリそうににぎわう(策35図)｡そしてこの休みはわ

れわれ外圏人にとっては中近東の古い遺跡を訪ねるも

っともよい期間でもある､もし真夏に餌食赫行溶われ

るとしたらどラだろうか.冷房装置のない屋内やすご

さなければ匁らない人たちにとってはきっとわれわ

れの想像もおよぱ住いほどの苦しみであるう,しか

しいかに事かろうと苦しかろうとそれに耐えなければな

ら在い.イスラム教徒として砂漠に生きぬくために….

喜捨という行はイスラム教にだけ特徴的なものでは

なく他の宗教にもみられる.これは一口にいえば

裕福た人が貧しい人に恵みをほどこすことで本来は収

入の何%かを喜捨するといった定めカミあったが最近は

むしろ自発的に行在われている.町を歩いていると

身なりのよい人が1リァｰル札などを無造作に人に

やっているのをみかけることがあるがこれ狂どは喜

捨の行ないが完全に身についているからであろう.時

に怯｢バクシｰシ｣といって手を出す人もいるが…･.

イスラム教徒にとって聖地であるメッカ(マッカ

中心という意味)へ詣てることは義務でもあリｰ生

の願望でもある､そしてイスラム歴の12月には各国

から多くのイスラム教徒がこの国へきていわゆる巡礼

(ノ･ツジ)が行なわれる.巡礼期間は1ヵ月であるが

実際に要する日数は1週間位である.しかし巡礼月近

くになると外国からは現地の宿泊施設淋十分ではな

いので巡礼のはじまる1ヵ月以上も前にきてホテルで

頑張ることも珍しくない.昨年の巡礼では外園人が

268,000人現地人が80C,O00人メ1ンカヘ詣でた秘巡礼

をすませて帰国する凌でに要する潰数と費用は莫大で齢

ゆ外国人のイスラム教徒の誰でもがメッカ参りをする&

いうわけにはいか溶い曲最近のように航空路か発達し

ない頃の巡礼は肴語を絶する苦痛を伴った､

r砂漠の舟J&呼ばれるラクダにゆられあるいは徒渉

で焼けつくぶうな砂漠をわたってメッカヘメ:ジカヘ

と苦難の旅を続け溶ければ抵らなかった､そしてその

旅はまさに死出の旅と化することも少なく扱かった､

暑さそして疲労にさい柱まれ液がら遂は息絶免る人も決

して少なく抵かりたるう｡苦痛に顔をゆがめながら一

歩でもメッカヘ近づこうと努力しつつ死んでいりた人た

ちの姿は禁鳥でもありそしてあわれでもあっ忠｡し

かし最近はメッカヘ向う途中に死ぬ人はい扱く放った｡

教えている､そして地獄における苦しみは現世におけ

る精神的苦悩精神的堕落の反映であり天国(極楽)

は現世における精神的平和の延長であると説かれている.

そして火葬された場合には地獄へ行かなければならな

いと信じている人が多いようである.したがってこ

の国では火葬水葬風葬鳥葬といったものはなく

まず無条件に土葬される.ジェッダ市内でまったく

遇然に葬式の列を見たことがあるが死体は細長い

矩形の棺に入れられ4本の脚のついた台(第36図)の

上にのせられて上から白布でおおわれていた.その

後には肉親や知人が多勢列を作って歩いていたが

僧侶もいないそして特別の物やお経らしきものもなく

黙々と墓地へ向って歩くこの葬儀の列からはその人の

死を悲しむ様子はほとんど感じちれなかった.それが

な晋だか私にはわかるよしもないがもしかしたら死

をアラｰ(神)に召された幸福と思うせいかもしれない.

山峡の地をたどる時見晴らしがよく緑の見える地

にベドウィンの墓のみられることがある(第37図).

そしてその墓には死体の頭部近くに細長い石か必ず

立てられている.何の変哲もないその石を見た時異
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る㌘寧壷=毒施うよう

であ義受して衝

螂こは夜猪が荻

ぴ予鱗の怒洲こ

緑イン黒紫ントブ

茅ン醐箏シ軸ソｰ

秘で慈るブ学ン

鴛代は玉繭(5分

渕鮫)轟門である�
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策36図棺をのせて運ぶ台(BirMagro腕の砦で)この台に檜をのせ

4人でさげて運ぶが時折休息できるように4本の脚がつい

てv･る

教徒の多くは多分気にもとめないことだろう.

しかしその石が正しくメッカの方向を示している

ことを知ったならぱイスラム教徒の信仰即生活の実態

により深い関心を抱きそして敬意を表しそこに眠る

人の冥福を心の底から祈らずにはいられないだろう.

K氏の家

田舎の町やジェッダ市の裏通り注とを歩いていると

30cm単位に成形された珊瑚礁石灰岩を積み重ねて造っ

た古y･家が目につく(第38･39図)がこれらの家を

少しはなれた所から見ると多くの家の表面カ油い塗料

で着色されているので一見鉄筋コンクリｰト造りの

近代的建築のようにみえる.そして紺碧の紅海をへ

だててこれらの家並を見る時はまさに砂漠に浮かぶ

シンキロウとみまがうばかりである(第40図).

家の内部はそこに住む人の地位や貧富の差によって

いろいろの点で異なっている.私たちカミ招かれたK氏

鯛咽ベドウィンの墓(WadiMardの北方約80㎞)尭体を埋めた所

は少し高く砂礫かもられその周囲にはきれv･な石(ここでは結

晶片岩)が並べてある死体の頭部は正しくメッカg方を向き

そこには細長㌔一石が立てられている

の家は完全に洋式でコンクリｰトの床の上にはすば

らしいペルシアジウタンが敷きっめられ壁には滴の風

景画がかけられていた.広さ15坪位のその応接間には

数10脚のソファが壁に沿っておかれアラビアの家にい

ることを忘れさせそうであるが部屋の一隅におかれた

シノシャ(水たばこ)カミァラビアならではのムｰドをか

もし出していた(第41図).

ジェッダヘ行って間もなくサウジアラビア外務省に

勤務する若い某氏の私邸を訪れる機会を得家の内外を

くまなく見せてもらったカミ室内の装飾といい調度品と

いい実にりっぱなものぞろいなのにびっくりしてしま

った.庭をいろどるマンゴの実これも水の乏しい

この国では生活の豊かさを示すものであろう.しか

し自分の家を持たずアパｰト(第42図)暮しをしている

いわゆる勤労者階級の人々カミどのよう恋調度品を用い

どのよう底生活をしているかはそのような家庭を実際

に見る機会を得なかったのでわからない.

第38図ジェソダ丁汀の剖峨この家は旧市街に建つ古い家でウスマントルコ締代夢)ものともいわ

れている大部分は珊瑚礁石灰岩のブ回ックから在リ床･天丼･柱等に木材を使用してい

る電柱の右側の建物は現在建築中のコンクリｰト造リのビル右端の向い塔は寺院の尖塔

(ミナレット)で右の方へ傾いでおり｢ジェッダの斜塔｣と呼ばれている

第39図建築中の家屋の一部(AlWajh)真白の珊

瑚礁石灰岩を横み重ね所々に板をはさんで

補強しているこの家はいわゆる下層階級の

人のもので石灰砦も整形されていないふっ

うはこの上に壁土かセメントを塗リ表面に

白色塗料をぬって仕上げる(写真上方の家)�
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不浄の手

見知らぬ土地へ行く場合まず気に在るのは気候風土

や食物についてであろう.もっとも最近は旅行者の

多い土地には日本料理店や中国料理店恋どがあるので

生水さえ飲まなければ食生活にはそれほどの不自由を

感じないでもすむことが多い.しかしことサウジア

ラビアについてはやはり一応は気がもめる.

この国の人たちの主食は米(エジプト米イタリア米)

とうすく焼いたバンで副食物は羊肉魚野菜等であ

るカミ中近東一帯に共通な食物としてヨｰクルトカミある.

そして特筆すべきものとしてはナツメヤシがあるがこ

れについてはすでに述べた.ただ｢一にぎりのナツメ

ヤシの実と水だけで数目間も旅をすることができる｣と

いうことだけは書きとどめておく必要カミあろう.

以前はこの国の人たちは魚を食べなかったが数年前

からかなり多くの人たちの食膳に上るようになった.

その料理法はまず例外なく油でカラ場げしたもので

ある.サウジアラビアで日本食を食べることはまず不

可能に近い.しかし時にはピチピチしたマグロやイ

カが魚市場で手に入るのでショウ油さえあれば日本

で食べる刺身よリもうまい刺身が口に入るわけであるが

何しろアルコｰル飲料を一切禁じている所だけにいか

に刺身がうまかろうとちょっと一杯というわけにはい

か在い.

これらのほか海産物で日本人の口にあうものはカニ

とイセエビである.イセエビはサソリに似ているせ

いかこの国の人たちにはあまり好かれない.そのせ

いでもなかろうがAlWajh町から40kmばかり北方

へ行った所の紅海の波打ち際などでは闇夜にライトを

第40図紅海をへだててはるカ/ユッタ市を見る

っけてヒザ位の深さの所まで入っていくと大小好みの

イセエビを思いのままに手づかみで捕えることができる.

しかし魚類を捕えるためには井戸水を汲む時と同様に

その土地を治めている人の許可が必要なので注意をする

ことが肝心である.

アラビア料理の圧巻は何と言っても羊料理である.

といっても私たちが肉屋で買ってくる切りきざんだ羊

とはちがって大きな鍋の中に皮をはかれ内臓をと

り出されそして昆首から切り落された羊カミ丸のまま入

れられ味付けされたものである(第43図).味は中々良

く肉もうまいが酋をむき出した頭がデンとのっている

のをみるとはじめは何となく気味が悪く慣れない間

は食欲も半減する.

羊の肉は臭いとよくいわれるかこの国で食べる羊の

肉は良くもないし牛肉と見分けカミつかたいことさえあ

って中々美咲である.そしてアラビア人がもっとも珍

第41図K氏宅の熔接間(Jeddah)ベルジァジ喰夢ン

と水たばこがアラビアらしいふんいき包かもし

川している水たばこ用のたぱこはふつう

のたぱことは異なりたばこの葉の粉末と蜂蜜

･リンゴ･バナナ籍を練りあわせたもので黒色

のすばらしい香りである

鰍婁鰯ジ燃黒灼1納顯η㍍ト灘を繁ズク(脅院)典型的濠ア茅ブ建築のη㍍トで遂繕ないし5階

建である中央部の2階建は寺院でこのような寺院は1O⑪mか200㎜おき位に建っており日

没時には多勢の入が集まって礼拝を行なう尊はタクψ一で市内はどこまでのっても2リァｰ

ル(160円)である�
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重するのは羊の脳ミソ(モッホ)である.トｰフと魚必ず右手だけを使い左手で食物を口に入れることはな

の白子の合の子のよう愈この脳ミソは時々ホテルで食い.このような習慣はナイフとフォｰクを使って食

べる料理の中にも入っているが&くにうまいわけでは毒する時にも例於ではなくかりに左手にフォｰク右

なく妙にブヨブヨしていて私たちのQには合いそう手にナイフをもって肉や魚を切ったとしても食べる時

にない､脳ミソの効用はいろいろあるのだろうがそれにはフォｰクを右手に持ち代えてから食べる人が多い.

が珍箆魯れるのは時紀は工Oヨ0⑪O円以上もする羊!頭に生れおちて以来右手だけで肉をちぎり飯を口に入れ

た鶯花五つそしてほんのちぶっぴリしかないというこる修練をつんだ彼らの手さばきはまさに驚異であり

とにもよるのだるう｡A1Wajhのプリンスが一握りの羊肉を右手で一ひねり

アラビア料理は総体的に薄味で少冷甘味のあるものがしてちょうど一口に食べられる大きさにバラバラにし

多く食後のヂザｰμして出されるホｰムメイドの菓たのを見た時には神業がと見まカ主うばかりだった(第45

子類にも蜂蜜や砂糖を淀鶯ぶり使ったものすごく背図).せっかくある両手を使わず不便だろうに何を

いものが多い.暑い地方ではたとえばカレｰ料理の好んで片方の手だけを使うのだろうか?こうした疑問

ように辛口の料理カミ多いのかと思っていたら案外そうはイスラム教徒でないかぎリ誰もがもつだろう.

でもない.もっともハンコックやジュネｰブで食べ

たインドカレｰ(インド人経営の本場もの)もまったくイスラム教徒の間では｢左手は不浄の手｣とされてい

辛く在かったから暑い地方では辛い物を好んで食べるる.その真の理由はよくわからないが多分次に述

という私の先入観は誤ったものかもしれない.べるようなことにもよるのだろう.食物について述べ

食物に限らずアラブの人たちが好んで飲む紅茶も相た直後に汚いことを述べるのははなはだ恐縮であるが

､当に甘い.なにしろ器の底にべっとりとたまる位に食後の排泄は当然の生理作用であり事実を事実として

砂糖がたっぷりと入っておりふだんさっぱりした緑茶述べるのは義務でもあると思われるのであえて述べる.

を飲みなれているわれわれには甘すぎてなじめない.イスラム教では体内からの排泄物や嘔吐物で衣服や

それも1杯か2杯かならかまんしてでも飲もうがこからだをよごすことをきつく成しめている.したがっ

の国の人たちのように5杯も6杯も時には10杯近くて男でも小用を厘す時にはしゃがんで用を足しそ

も飲むなんて芸当はできるものではない.こんたことの後を小石で処置する.またこの国の人の大部分は用

を書くと怒りをかうかもしれ鮎'が少々オｰバｰな表を足した後紙を使わずに右手に水を入れた器をもち

現をすればrアラブの国に砂糖の生産や輸入が完全にスその水を左手にうけてお尻を洗う.このように書く

トップしたらそこの住民は一夜にして精気を失うと中には顔をしかめて｢きたないな｣と言う人もい

かもしれない｣と思えるほどアラビアの人たちの砂糖るだろうカミわれわれの習慣と彼らの習慣とでははたし

の消費量はすごい.てどちらがよリ清潔だろうか?

この国の人たちの多くは食事をする場合ナイフや

フ攻一クを使わず季で食べるが(第44図)この場合ア貸ブ⑳捷

雌}の神アラｰの思習しの

畿談に生きんとするアラブば

ば対ナる捷は文明社会に生

放いほど慧びしい｡王虹を

亙肌で洗うごとき動乱の串に生

意ぬいて密淀アラブはそれ

こそ棚には鰍檎には鯖を

生きぬくための信条とした.

第4綱ブラどア料理(K氏宅加船出)手械の第幽国後蜜愛す義人乗液怒(加藤発氏搬膨)金グライ

大き波ナベに羊が1頭ほとんど丸のまま様の瀞ひれた鏡威風のものと骨付意の羊肉を

入っているナベの上端部にみえるのは食う人夫危ち例外注く右手だけで将をひきちぎ

肋骨P飯をにぎリずし風にまるめて口へ入れる�
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建国後わずかに33年を経た現在その信条はなお消えう

せてはい扱い｡われわれの身辺ではもはや見ることの

できない悪へのむくいそして現在この国に生きてい

る捷はわれわれにとっては麟異である世

喜びにつけ悲しみにつけそして空しい心をいやす

ために飲む酒もこの国にいるかぎり豪まには匁らな

い.もし酒類を売買する現場を兇つかった場合には

無条件に6ヵ月の懲役刑と服役印月!度ヴ)ムチ打ちの刑

に服さ恋ければ放ちないし飲酒の現場を見■つかった場

合には3彰月の懲役とムチ打ちの刑に服さ恋ければなら

恋い.そしてこれらの刑は回を経るごとに服役年

数が長びくことにポペいる｡外国入の場合には国外

追放に扱ることが多いらしいがい棄だに密告制がある

ともいわれているので注意が肝心で海る｡

どこグ)国でもきびい1取締1)の対象とか･ているマヤ

クの売買についてはこの園でもそ淳)例外では汰くそ

の現場が発覚すると初犯で5年再犯で25年そして

3犯では終身刑が言い渡される､

バクチが発覚した場合には初犯が五年夢)懲役刑以

後は回を箆ねるごとに刑期が王牢づつ長びき15犯で終身

刑とたる.したがってδ犯を重ねた背は合計16年の服

役である.アラビアにはスリがいないということをし

ぱしば聞くが絶対にい机･とはいいきれ机･｡スリ

をした場合にはまず無条件に手首から切り落されること

になっているがジェッダ市内に手首から先がたい某

国入がいることを見てもきわめてまれにはスリもみつ

かるのだろう.しかしわれわれは時折大金をホテ

1レの机の上に置き忘れたまま出勤したこともあったが

なくなるようなことは柱かった.

｢鎖の大陸｣という映画の中でもっともショッキング

な場面は多分断首¢)刑の執行シｰンであろう.い

わゆる首切りはわれわれの王年半の滞在中にも行なわ

れたがこ《)刑の執行は理熊のいかんをとわず人を殺

した場合と姦通した弱に対して行なわれる｡その場所

はもっともにぎやかな場所であり執行の時刻は人通

;〃)もっとも多い時である｡かつて外国の集会杜の幹

部が国王に｢このよう匁むごい刑の執行を止めるよ

う……讃したそうであるがその時王は｢うす暗い刑

務所の申で自分が犯した罪の意識にさい放まれ恋がら

苦悩の果てに死ぬのがよいかどうせ死匁なけば荏らな

いのなら一思いに兜んだ方が幸いか㌧お逆に質問され

たと聞くそしてその人は壬の質問に対して即答し

得なかりたそうである亜

大舞を犯しいずれは死ぬべき運命にある罪人にとっ

て果たしてどちらがよりしあわ甘であろうか?も

ちるん私にはわかるうはずはない｡こうした刑罰がい

つ頃から行匁われていたかということについてはよくわ

から加･が紀元前工8世紀の頃権勢をほしいままにした

ハンムラビ王の法典に｢患者を兜抵せたり失明させたリ

した医者に対して罰として両手を切断する･…｣む

ね書かれているところからみればかなリ古くから施行

されていたのであろう由こうした刑罰の基礎となって

いるものはやは!)員には胃歯には槍という思想の

ようであるがこうした刑の執行がこの国から消え失せ

るのはいつのことだろうか.人心を惑わせ人を傷つ

けたことに対する当然のむくいがこのよう祖刑罰である

としたらここしばらくはたくなら粗いように思えるの

だが･･一

(築音は鉱床部現在サウジ7ラビア国へ出張⊥11)

榊5図

刈Wajhのプuン刈三機の昼食

(Wad閉amalya)河床堆稽物の砂

礫')｣=にジウ争ンを敷きアラビア

料理を賞味した前列左から小村

･コjリンスｰ人おいて奥海･磯･

畠申･桑形後列左半分は従者たち

右半分はわれわれが腱りた入夫や運

転手た古･後ガの1｣1はmeta.b田sa1庄�




